
シルヴィア・ミニオ=パルウエルロ・保田　遺作展

「空の明るさ」

 Silvia Minio-Paluello Yasuda     'Il Sereno del Cielo'

会　　期　：2004年8月14日(土)～10月3日(日)

休 館 日　：月曜日[9月20日(月)は開館]、祝日の翌日[9月21日(火)、9月24日(金)]

開館時間　：午前9時30分～午後5時(ただし、入館は午後4時30分まで)
入 館 料　：一般250(150)円　20歳未満・学生150(100)円
　　　　　　(　)内は20名以上の団体料金です。

　　　　　　65歳以上の方、高校生以下の方、障害者の方は無料です。

会　　場　：神奈川県立近代美術館 鎌倉別館

　　　　　　〒248-0005 鎌倉市雪ノ下2-8-1　（鎌倉館より徒歩5分）

　　　　　　 tel.0467-22-7718
主　　催　：神奈川県立近代美術館

お問い合わせ先

神奈川県立近代美術館 葉山　〒240-0111 神奈川県三浦郡葉山町一色2208-1
tel.046-875-2800 / fax. 046-875-2968　広報担当：稲庭、忌部　展覧会担当：水沢
http://www.moma.pref.kanagawa.jp/museum/
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　シルヴィア・ミニオ = パルウエルロ・保田（1934-

2000）は彫刻家 保田春彦氏（1930- ）の夫人であり、

氏と結婚後、来日するまでは、ヨーロッパで夫ととも

に彫刻家として研鑽を積んでいました。来日後の家事

に追われる日常のなかで、無数のデッサンを描き、彫

刻の小品を時間が許す限り、制作しつづけた、その知

られざる足跡を、油彩約10点、彫刻約20点、デッサン

・コラージュ80点で紹介します。それらの作品には、

家族に寄せる深い愛情と、遠く異国の地にあってヨー

ロッパの造形の真髄への憧れを失わない芸術家として

の矜持と、そして、なによりも寸暇を惜しんで表現し

つづける、若々しい精神の輝きが宿り、そして、敬虔

なクリスチャンとしての心情が真率に吐露されていま

す。

　同時に保田春彦によるシルヴィアに捧げられた木彫

の新作3点も展示されます。

詳しくは、美術館ホームページに掲載される下記のプレス情報をご覧下さい。

http://www.moma.pref.kanagawa.jp/museum/press/2004r_silvia.pdf
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